
立
命
館
経
済
学
（
第
一
巻
・
第
二
晋
）

八
○
（
二
二
二
）

近
世
に
わ
け
ろ
山
城
農
民
の
経
済
生
活
二
一

乙
　
訓
　
郡

神
足
　
村

■

足
　
　
立

政
　
　
拷

一
、

二
、

Ｈ↑↓
一
二
、

二

山
城
農
村
の
貢
租
の
概
観
と
そ
の
特
質

乙
訓
郡
神
足
村
農
民
の
経
済
生
活

　
　
半
農
半
商
的
農
民
と
し
て
の

神
足
村
の
景
観

延
宝
七
年
未
年
に
お
け
る
神
足
村
農
民
の
経
済
生
活

豪
商
の
閏
現
と
商
業
資
本
の
支
配

む
　
す
　
び

、
山
城
農
村
の
真
租
の
概
観
と
そ
の
特
質

　
江
戸
時
代
に
お
け
る
村
は
天
領
、
私
領
を
通
じ
政
治
上
の
単

位
で
あ
る
と
同
時
に
経
済
上
の
単
竹
で
あ
っ
た
。
即
ち
検
地
に

よ
っ
て
一
■
高
を
定
め
、
そ
い
石
高
の
一
定
割
合
を
米
納
で
取
り

立
て
る
貢
和
を
財
政
の
土
た
る
某
礎
と
し
た
江
一
ゾ
時
代
封
雄
杜

会
に
と
っ
て
は
、
村
は
一
個
の
課
税
団
体
で
あ
り
、
貢
稚
た
る

米
を
生
潅
す
る
た
め
に
存
在
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
し
て
米
納
貢
租
の
計
算
基
準
は
村
の
上
円
の
反
当
収

量
を
一
石
五
斗
と
し
、
以
下
、
中
田
・
下
円
と
二
斗
ず
つ
減
少

せ
し
め
た
も
の
を
円
の
石
高
の
基
礎
と
す
る
の
が
標
準
の
石
高

決
定
の
方
法
基
準
と
し
て
採
用
せ
ら
れ
、
畑
の
場
合
も
、
基
準

反
当
収
最
を
一
不
三
斗
と
し
、
以
下
二
斗
ず
つ
減
少
す
る
事
に

よ
っ
て
石
高
を
定
め
て
い
る
。
勿
論
州
の
貢
租
を
金
納
に
し
て

い
る
場
合
は
存
所
に
み
ら
れ
る
が
、
地
方
諾
候
の
場
合
、
米
で

貢
租
を
と
り
う
る
限
り
米
納
の
雄
前
を
と
っ
て
い
た
。
諾
候
は

こ
れ
を
換
貨
し
て
企
必
倶
経
費
を
支
払
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誰
一

　
さ
て
天
保
二
年
山
城
国
中
御
高
附
表
（
丹
械
氏
所
蔵
）
に
よ
九



●

ば
山
城
国
は
愛
宕
郡
六
十
九
箇
村
、
葛
野
郡
七
十
六
箇
村
、
乙

訓
郡
五
十
一
箇
村
、
紀
伊
郡
二
十
九
箇
村
、
字
治
郡
二
十
五
笛

村
、
久
世
郡
三
十
一
箇
村
綴
喜
郡
三
十
三
箇
村
、
相
楽
郡
四
十

六
箇
村
、
計
八
郡
三
百
六
十
箇
村
に
区
分
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
村
高
負
担
だ
け
を
愛
宕
郡
に
例
を
と
っ
て
見
る
と
次
の
通
り

で
あ
る
。
　
（
原
文
の
ま
ま
）

　
　
　
愛
宕
　
郡

二
筒
八
拾
五
石
四
斗
七
升
壱
合

二
一
同
弐
百
五
拾
壱
石
五
斗
五
升
二
合

二
局
弐
百
四
拾
壱
石
七
斗
七
升
八
才

二
局
拾
五
石
六
斗
九
升

二
筒
四
石
四
斗
五
升

二
尚
七
拾
七
石
四
斗
三
升
四
合

二
筒
百
七
拾
七
石
六
斗
弐
升

二
筒
九
拾
四
石
六
斗
四
合
八
勺

二
筒
六
升

二
筒
五
斗
六
合
六
勺
五
才

二
筒
六
石
八
升
六
合
六
勺
五
才

●

泉
涌
寺
門
前

今
　
熊
村

柳
原
村

清
閑
寺
村

来
迎
堂
廻
り

五
条
河
原

四
条
川
原

紙
園
廻
り

祇
置
境
内
二
有

紙
園
村

余
　
　
部

近
世
に
お
け
る
山
域
農
民
の
経
済
生
活
（
足
立
）

二
筒
弐
百
拾
弐
石
九
斗
二
升
壱
合
七
勺

二
尚
八
拾
六
石
五
斗
壱
升

二
筒
百
五
拾
八
石
五
斗
四
升
五
合
九
勺

二
筒
八
百
七
拾
六
石
四
斗
三
合
八
勺
八
才

二
筒
四
百
三
拾
八
石

二
局
七
百
七
拾
四
石
五
斗
弐
升
弐
合

二
局
拾
弐
石
六
斗
八
升
五
含

二
局
千
百
拾
六
石
毫
升

二
局
九
百
四
拾
七
石
八
升
七
合
四
勺

二
局
三
拾
弐
石
弐
升
九
合

二
筒
四
百
四
拾
石
八
斗
八
升
五
含
弐
勺

二
筒
六
石
壱
斗
九
升

二
筒
八
百
七
拾
弐
石
毫
斗
四
升
三
合

二
筒
千
八
百
六
拾
四
石
四
斗
七
升

二
筒
八
百
石

二
局
三
拾
石

二
筒
弐
百
七
拾
壱
石
九
斗
七
升
六
合

二
筒
百
四
拾
六
石
三
斗
七
升
七
合
九
勺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一

（
ニ
ニ
三
）

粟
田
口
村

南
禅
寺
門
前

鹿
ケ
谷
村

岡
崎
村

聖
護
院
村

吉
田
　
村

二
条
川
原

白
川
　
村

田
　
中
　
村

上
御
霊
廻
り

浄
土
寺
村

東
川
　
原

修
学
院
村

一
乗
寺
村

高
野
村

高
野
河
原

八
　
瀬
村

草
生
　
村



●

立
命
館
経
済
掌
（
第
一
巻
・
第
二
号
）

二
筒
弐
百
四
拾
壱
石
弐
斗
九
升
四
合
九
勺

二
局
六
拾
八
石
壱
斗
四
升
弐
合
八
勺

二
局
百
三
拾
弐
石
五
斗
三
升
五
合
三
勺

二
局
百
弐
石
壱
斗
五
升
六
合

二
筒
五
拾
壱
石
五
斗
六
升

二
筒
百
拾
三
石
三
斗
弐
升
五
合
五
勺

二
局
百
九
拾
六
石
七
斗
四
升
弐
勺

二
筒
四
拾
八
石
弐
斗
九
升
六
合

二
尚
九
拾
壱
石
四
升
七
合
弐
勺

二
尚
弐
五
石
壱
斗
壱
升

一
高
百
弐
四
石
九
斗
五
升

ム
高
三
百
八
拾
九
石
六
斗
五
升

一
高
百
四
拾
弐
石
六
斗
六
升

一
高
九
拾
五
右
五
斗
四
升
三
合

一
高
七
拾
九
右
四
升
七
合

●

一
高
三
百
九
拾
弐
石
四
斗
九
升
四
合
九
勺
宅
才

二
尚
三
拾
四
石
九
斗
七
升

大
原
口

　
上
野
村

大
原
口

　
井
出
村

大
原
口

　
野
　
　
　
村

大
原
口

　
戸
寺
村

大
原
口

　
大
長
瀬
村

大
原
口

　
来
迎
院
村

大
原
口

　
勝
林
院
村

　
来
迎
院
寺
領

　
勝
林
院
寺
院

　
百
　
井
　
村

　
大
　
見
　
村

　
久
　
〃
　
村

　
ｎ
Ｕ
　
　
一
ｒ
　
　
＋
」

　
口
刀
　
　
前
〃
　
　
木

　
人
祁
施
村

　
八
　
升
　
村

　
脈
　
原
　
付

　
二
之
漱
村

八
二
（
ニ
ニ
四
）

二
筒
六
拾
石
四
斗
七
升

二
筒
百
九
拾
三
石
三
斗
七
升
七
合

二
局
九
石
四
斗
弐
合
六
勺

二
筒
七
百
五
拾
壱
石
九
斗
四
合

二
筒
五
百
五
拾
壱
石

二
筒
百
八
拾
八
石
壱
斗
九
升

二
局
六
百
廿
四
石
壱
升
四
合

二
筒
千
九
百
石

二
筒
七
百
拾
五
石
四
斗
三
升

二
尚
千
百
八
拾
五
石
八
斗
七
升

二
勧
千
三
百
廿
三
石
九
斗
九
升
三
合

一
高
千
八
苛
八
拾
九
石
五
斗
七
升
八
合
　
　
。

一
高
七
菖
八
拾
九
石
五
斗
八
合
八
勺

一
高
千
四
百
三
拾
幸
石
三
斗
三
合
三
勺
弐
才

二
＾
千
六
百
崇
石
四
斗
壱
升
九
合
弐
勺
八
才

二
＾
百
拾
行
八
斗
三
升
六
合
五
勺

一
高
弐
ぱ
七
冷
、
九
斗
、
ｍ
汁
．
八
へ
一
一
、

一
高
千
六
百
六
拾
八
石
八
斗
六
升
六
合
六
勺

野
中
村

鞍
馬
門
前

貴
布
彌
村

市長中花岩幡

原谷園倉枝

村村村村村村

松
ケ
崎
村

下
帖
村

上
賀
茂
村

中
　
山
　
村

酉
賀
茂
村

．
＼
」
　
ゴ
ー
　
５

ノ
　
　
ペ
バ
　
姻
ル

蓮
蔵
寺
境
内

千
乍
姻
り

亘
。
　
」
八
　
　
－
丁

一
戸
　
　
下
ノ
　
　
士
↑



二
筒
五
百
拾
石
三
斗
五
升
八
合
四
勺
五
才

二
局
六
斗
七
升
四
合

二
筒
六
斗
弐
升
四
合

二
局
四
拾
石
六
斗
四
合
五
勺

二
局
百
拾
七
石
五
斗
八
升
九
合
五
勺

聚
楽
廻
り

下
　
京
　
畑

蓮
蔵
野
村

小
　
山
　
村

小
野
廻
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
七
拾
九
ケ
村
）

　
以
上
の
村
女
は
現
在
京
都
市
に
編
入
さ
れ
、
町
名
や
道
路
名

と
し
て
残
っ
て
い
る
が
徳
川
時
代
は
村
と
し
て
そ
の
負
担
が
厳

重
に
割
付
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
次
に
山
城
八
郡
の
総
高

が
如
何
に
配
分
せ
ら
れ
て
い
た
か
を
見
る
に
（
原
文
の
ま
ま
）

　
　
　
「
愛
宕
郡
」

二
尚
合
弐
万
八
千
弐
百
五
拾
八
石
三
斗
三
合
五
勺
弐
才

　
　
ノ

弐
千
八
百
五
拾
四
石
六
斗
二
升
壱
合
三
勺
　
　
　
禁
裏
御
料

千
三
百
五
拾
六
石
九
斗
四
升
七
合
壱
勺
　
　
御
蔵
入

八
千
六
百
四
拾
四
石
三
斗
壱
升
九
合
壱
勺
　
　
宮
方
門
跡
公
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
属
御
家
領

九
干
八
百
三
拾
五
石
四
斗
九
升
弐
合
六
勺
八
才
寺
杜
方

弐
千
九
百
五
拾
四
石
八
升
三
合
九
勺
八
才
　
　
旗
本
医
師

　
　
近
世
に
拍
け
る
山
域
氏
農
の
経
済
生
活
（
足
立
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
下
役
人
　
大
工
町
人
知
行

百
五
拾
弐
石
七
斗
壱
合
　
　
　
賀
茂
川
御
修
覆
料
　
角
倉
支
配
・

弐
百
八
石
七
斗
四
升
弐
合
　
　
　
　
　
　
　
　
八
瀬
御
免
詐
高

　
　
ノ

　
　
　
「
葛
野
郡
」

高
合
三
万
千
七
百
五
拾
六
石
弐
斗
弐
升
七
合
五
勺
五
才

　
　
内

千
三
百
五
拾
石
壱
斗
九
升
四
合

千
四
百
壱
石
弐
斗
六
合

三
千
百
九
拾
七
石
六
斗
、
五
升
八
合

壱
万
三
千
八
百
九
拾
九
石
七
斗
六
升

壱
万
百
六
拾
八
石
八
斗
三
升
五
含
七
勺
五
才

千
七
百
三
拾
八
石
五
斗
九
升
三
合
八
勺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
旗
本
医
師
地
下
役
人

　
　
メ

　
　
　
「
紀
伊
郡
」

禁
裏
御
料
．

院
御
所
御
料

御
蔵
入

宮
方
門
跡
御
腐

公
家
御
家
領

寺
社
方

楽
人
町
人
知
行

高
合
弐
万
五
千
弐
百
五
扮
五
石
五
斗
六
升
八
合
六
勺
七
才

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一

　
　
　
　
　
■

二
（
一

一
二
五
）



　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
一
巻
・
第
二
号
）

五
拾
七
石
九
斗
六
升
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
禁
裏
御
料

千
七
拾
弐
石
三
斗
七
升
弐
合
　
　
　
　
　
　
准
后
御
料

八
拾
六
石
弐
升
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
侍
所
御
料

三
千
八
百
三
拾
弐
石
三
斗
弐
升
　
　
　
　
　
御
蔵
入
伏
見
支
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
方
御
門
跡
属

九
千
三
百
廿
四
石
六
斗
壷
升
七
合
　
　
　
　
　
公
家
御
家
領

四
千
七
百
五
拾
六
石
三
斗
六
勺
七
才
　
　
寺
社
方

千
百
七
拾
九
石
弐
斗
五
升
一
合
　
　
淀
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旗
本
医
師
大
工
、

八
百
四
拾
八
石
七
斗
三
升
五
合
　
　
　
　
　
　
地
下
役
人
知
行

八
斗
九
升
壱
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
マ
ベ

　
　
ノ

　
　
　
「
字
治
郡
」

高
合
壱
万
五
千
九
百
五
拾
八
石
八
升
弐
合
弐
勺

　
　
内

七
千
六
拾
八
石
弐
斗
七
升
五
合
弐
勺
　
　
　
　
禁
裏
御
料

千
七
百
四
拾
六
石
弐
斗
五
升
三
合
　
　
　
御
蔵
入

四
百
八
拾
八
石
三
斗
弐
升
六
合
　
　
　
　
　
御
蔵
入
伏
見
支
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
方
門
跡
方
公

四
千
八
百
四
石
壱
斗
六
升
弐
合
　
　
　
　
　
　
家
方
御
家
領

千
五
百
八
拾
石
九
升
六
合
　
　
寺
領

八
四

（
ニ
ニ
六
）

三
乳
　
　
　
　
　
　
旗
本
知
行

　
　
ノ

　
　
　
「
久
世
郡
」

高
合
賃
万
六
天
百
四
薯
八
斗
六
升
四
合
五
勺
．

　
　
内

弐
千
九
拾
四
石
壱
斗
弐
升
三
合
　
　
　
　
　
　
　
院
御
所
御
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
方
門
跡
御
属

千
四
百
九
拾
壱
石
六
升
八
合
　
　
　
　
　
　
　
公
家
御
家
領

壱
万
千
七
百
七
拾
六
石
四
斗
壱
升
壱
合
弐
勺
　
御
蔵
入

三
百
拾
三
石
六
斗
五
升
四
合
三
勺
　
　
　
寺
杜
領

九
千
五
百
九
拾
八
石
三
斗
七
升
九
合
　
淀
領

百
四
拾
三
石
弐
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
桐
主
膳
正
知
行

千
三
百
四
石
弐
斗
壱
升
九
合
　
　
　
　
　
　
　
旗
本
町
人
知
行

百
拾
九
石
八
斗
壱
升
　
　
　
　
　
　
　
字
治
家
地
子
御
免
許
高

　
　
ノ

　
　
　
右
之
内
百
拾
八
石
五
斗
六
升
五
合
　
　
　
大
　
工
　
高

　
　
　
「
綴
喜
郡
」

高
合
三
万
五
百
三
拾
四
石
五
斗
六
升
八
合
八
勺

　
　
内



六
千
四
百
拾
八
石
五
斗
壱
升
弐
合
六
勺
　
　
　
禁
裏
御
料

七
百
三
拾
石
四
斗
八
升
壱
合
四
勺
　
　
　
　
　
　
院
御
所
御
料

弐
千
六
百
四
拾
七
石
四
斗
七
升
壱
合
　
宮
方
門
跡
公
家
御
家
領

三
千
弐
百
七
拾
石
六
合
六
勺
　
　
　
　
御
蔵
入

六
千
四
百
九
拾
八
石
四
斗
八
升
　
　
　
　
　
八
幡
神
領

九
拾
五
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
　
　
領

六
千
九
百
七
拾
四
石
七
斗
四
升
八
合
　
淀
領

弐
百
六
拾
九
石
壱
斗
八
升
　
　
　
　
　
　
　
板
倉
筑
後
守
知
行

三
千
五
百
九
拾
七
石
五
斗
九
升
八
合
　
　
　
　
旗
本
医
師
知
行

三
拾
弐
右
四
斗
弐
升
壱
合
　
　
　
　
　
　
　
淀
御
伝
之
地
子
代

　
　
　
　
三
拾
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
山
廻
り
高

　
　
ノ
　
三
百
七
拾
八
石
九
斗
壱
合
　
　
　
　
　
人
工
高

　
　
　
「
椚
楽
郡
」

高
合
三
万
六
千
弐
百
四
石
七
斗
三
合
六
勺

壱
万
九
石
三
斗
八
升
四
合
四
勺
　
　
　
　
　
禁
裏
御
料

三
百
五
拾
石
九
斗
九
升
四
合
六
勺
　
　
　
　
　
　
院
御
所
御
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
方
　
公
家

弐
千
三
百
九
拾
石
三
斗
九
升
八
合
　
　
　
　
　
門
跡
　
御
家
領

弐
百
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
准
后
御
料

　
　
近
世
に
。
お
け
る
山
域
農
民
の
経
済
生
清
（
足
立
）

弐
千
七
百
九
拾
六
石
五
斗
九
升
六
勺

千
九
石
四
斗

三
百
四
拾
四
石
壱
斗
九
升
壱
合

八
百
四
拾
五
石
三
斗
五
升
八
合

六
千
九
百
三
拾
九
石
弐
斗
四
升
四
合

弐
千
九
百
五
拾
五
石
八
斗
九
升
四
合

三
百
石

弐
千
百
五
拾
壱
石
四
斗
九
升
八
合

五
千
九
百
十
壱
石
七
斗
五
升
壱
合

　
　
御
蔵
入

　
　
例
幣
使
料

　
　
寺
杜
方

　
　
淀
　
　
　
領

藤
堂
和
泉
守
知
行

藤
堂
佐
渡
守
知
行

片
桐
石
見
守
知
行

柳
生
備
前
守
知
行

　
　
旗
本
寺
領

　
ノ
右
之
内
六
百
拾
弐
石
三
斗
四
升
弐
合
六
勺
大
工
高
な
り

　
以
上
八
郡
の
高
の
そ
れ
ぞ
れ
の
負
、
担
配
分
を
見
た
の
で
あ
る

が
そ
の
絵
合
計
は
左
の
通
り
で
あ
る
、

　
　
　
山
城
八
郡

一
寓
都
合
廿
弐
万
千
九
拾
八
石
弐
斗
九
合
弐
勺
四
才

　
、
内

弐
万
八
千
四
百
拾
五
石
弐
斗
六
升
壱
合
五
勺
　
禁
裏
御
料

六
千
三
百
六
拾
壱
石
四
斗
七
合
四
勺
　
　
　
　
　
院
御
所
御
料

五
万
八
千
三
百
三
拾
四
石
弐
斗
六
墓
合
七
勺
舶
蘇
鰯
属

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
（
ニ
ニ
七
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
一
巻
・
第
二
号
）

千
八
百
五
拾
石
七
斗
六
合

弐
百
石
弐
斗

三
万
千
九
百
六
扮
八
石
四
斗
八
合
五
勺

四
千
三
百
廿
石
六
斗
四
升
六
合

三
万
八
千
弐
百
弐
石
三
斗
七
升
三
合
三
勺
六
才

　
内

　
　
五
百
四
拾
五
石
三
斗
三
合
弐
勺

千
九
石
四
斗

壱
万
八
千
五
百
九
拾
七
石
七
斗
七
升
六
合

六
千
九
百
什
九
石
弐
斗
四
升
四
合

三
百
石

弐
千
百
五
拾
壱
石
四
斗
九
升
八
合

百
四
拾
三
石
弐
斗

弐
百
六
拾
九
石
壱
斗
八
升

百
五
拾
弐
右
七
斗
六
升
壱
今

壱
万
八
千
六
拾
四
石
弐
斗
七
合
七
勺
八
才

弐
百
八
石
七
斗
四
升
弐
合

准
后
御
料

内
侍
所
御
料

御
　
蔵
　
入

伏
見
預
り

御
　
蔵
　
入

寺
杜
方

　
　
御
朱
印
高

　
　
例
幣
使
料

　
　
淀
　
　
　
領

藤
堂
和
泉
守
知
行

片
桐
石
見
守
知
行

柳
生
備
前
守
知
行

　
　
片
桐
・
王
膳
正

　
　
板
倉
筑
後
守

　
　
角
倉
支
配

旗
本
、
医
姉
、
地

下
役
人
、
楽
人
町

入
大
工
如
行

　
八
瀬
御
免
詐
高

八
六
（
二
二
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
字
治
家
地
子

百
拾
九
石
八
メ
壱
升
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
免
許
高

　
拾
弐
石
四
斗
弐
升
壱
合
　
　
　
　
　
　
淀
御
伝
之
地
子
代

八
斗
九
升
牽
合
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
マ
ベ

ノ
右
之
内

　
　
千
百
八
石
九
斗
九
升
八
合
六
勺
　
　
　
　
　
　
大
工
高
有

　
　
三
拾
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
山
廻
り
高
有

　
以
上
の
如
く
で
京
都
御
所
に
上
納
す
る
石
高
は
山
城
八
郡
総

石
高
の
約
四
十
八
％
に
あ
た
り
、
又
杜
寺
関
係
が
二
十
二
％
で

両
者
を
合
計
す
る
と
約
七
十
％
が
、
御
所
と
杜
寺
関
係
の
上
納

高
附
に
な
り
、
こ
こ
に
山
城
天
領
百
姓
の
負
担
と
、
そ
の
果
し

て
来
た
役
割
の
特
質
が
み
ら
れ
る
。

　
さ
て
以
上
の
御
高
附
に
よ
る
農
民
負
担
の
程
度
は
ど
ん
な
程

度
で
あ
り
、
ン
、
の
経
済
生
活
の
状
態
は
ど
ん
な
有
様
で
あ
っ
た

か
。
以
下
凡
一
体
的
な
実
例
に
、
よ
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
二
、
乙
洲
郡
仰
足
村
狼
民
の
絡
済
生
活

Ｈ
榊
足
村
の
景
襯

　
京
都
よ
り
酉
国
僧
道
に
て
酉
方
約
十
五
粁
の
位
置
に
あ
る
沿



‘

道
聚
落
に
し
て
、
民
家
は
西
国
街
道
に
沿
っ
て
連
ら
な
り
人
山

崎
を
双
｝
て
・
人
附
い
山
肘
に
一
主
ろ
。
・
千
小
川
、
什
」
古
参
■
榊
エ
父
林
一
〇
｝
仇
＾
八
十

達
が
分
宿
し
た
と
称
せ
ら
れ
る
旧
家
が
存
在
す
る
、
村
は
小
商

人
、
小
職
人
の
半
商
半
農
的
家
計
の
家
多
く
、
近
郷
の
商
取
引

の
中
心
を
な
す
。
明
治
末
年
頃
で
七
商
三
農
の
割
合
、
現
在
は

全
戸
数
二
百
七
拾
軒
中
、
専
業
農
家
六
拾
六
軒
で
、
七
五
パ
ー

セ
ン
ト
は
商
業
に
従
事
し
て
い
る
。
現
在
の
水
田
両
積
三
十
三

町
三
段
二
畝
七
、
供
吊
米
高
五
百
七
拾
三
有
八
斗
、
九
升
、
保
有

米
高
三
百
九
拾
七
石
六
斗
五
升
（
飯
米
、
種
子
用
、
飼
料
用
を

含
む
）
で
あ
る
。
水
田
の
級
別
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

一

■

一
）
一
米
一
は

’
斗

」
斗

２

１

９

■

８

ふ
石

石

石

石
一

石

３

３

■

２

２

２

■

一

■

－

－

－

■

－

■ル
又

　
’
ｕ
田

■

一
徽

■

凹

Ｊ

１
可 ■

…

Ｊ

－

Ｈ

］

■

圧

巨

ｕ

■

々

１

’

山
の

１

■

■

次

一
因

　
一
　
　
　
一
上
一
Ｌ
一
巾
一
下

下
一

’

」

一

１
　
　
　
　
　
　
，
　
－
，
　
　
　
　
■
　
　
－
　
１
　
■
，
－
’
－
－
　
　
，
ｉ
３
５
ｉ
　
　
Ｉ

荷
小
作
年
貢
は

地
主
五
、
小
作

人
五
の
割
で
あ

る
。

　
　
　
　
　
（
ニ
ハ
七
九
）

い
延
宝
七
未
年
に
お
け
る
仰
足
村
農
民
の
経
済
生
沽

　
　
近
世
に
拍
け
る
山
域
農
民
の
経
済
生
活
（
足
立
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
窟
三

　
延
宝
七
未
年
山
城
国
乙
訓
郡
神
足
村
検
地
帳
に
よ
る
同
村
の

公
定
収
推
高
た
ろ
、
推
を
兇
る
に
一
股
宛
次
の
如
き
標
準
に
よ

っ
て
い
る
、
。

田水

斗
４
石
１

斗
２
石
１

斗
９

石
１

級
等

田
共
上

田
上

田
中

田
下

田
女
下

地畑

米

■
ト
、
二

斗

斗
’
ｖ
↓

４

３

１

９

８

５

石

石

石

分

１

１

１

級 冊
火
’

畑
）
斤

田
火

囚
火

司
；
火

市
ヒ

女

Ｌや

次

等

上

上
（
下

下

籔

　
さ
て
こ
の
検
地
に
お
け
る
標
準
石
盛
に
よ
る
神
足
村
の
総
耕

地
面
積
と
そ
の
石
高
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

古
検
三
町
三
反
弐
畝
弐
拾
弐
歩

上
六
田
　
三
町
四
反
壱
似
弐
拾
七
松

　
此
分
米
五
拾
毫
石
弐
斗
八
升
五
合
　
　
　
　
但
壱
石
五
斗
代

古
検
拾
町
七
反
拾
歩

上
旧
　
拾
壼
町
五
反
七
畝
弐
拾
七
小

　
此
分
米
百
六
拾
弐
石
壱
斗
六
合
　
　
　
　
　
但
壱
石
四
斗
代

古
検
壱
町
七
畝
弐
拾
壱
ム

巾
円
　
壱
町
壱
反
九
畝
六
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
（
ニ
ニ
九
）



立
命
館
経
済
学
（
第
一
巻
・
第
二
号
）

　
此
分
米
拾
四
石
三
斗
四
合

古
検
四
反
五
畝
拾
六
歩

下
田
　
四
反
四
畝
九
歩

　
此
分
米
四
石
四
斗
三
升

古
検
三
畝
拾
三
歩

下
六
田
　
六
畝
三
歩

　
此
分
米
五
斗
四
升
九
合

古
検
壱
反
三
畝
弐
拾
三
歩

。
上
六
畑
　
壼
反
八
畝
六
歩

　
此
分
米
弐
石
五
斗
四
升
八
合

古
検
三
町
四
反
五
畝
弐
拾
弐
歩

上
畑
　
三
町
六
反
歩

　
此
分
米
四
拾
六
石
八
斗

古
検
壱
町
四
反
弐
拾
四
歩

中
畑
　
牽
町
七
反
七
畝
拾
八
歩

　
此
分
米
拾
九
石
五
斗
三
升
六
合

古
検
弐
反
壱
秋
弐
拾
八
歩

下
畑
　
三
、
反
壱
畝
弐
拾
四
歩

　
　
此
分
米
弐
石
八
斗
六
升
弐
合

古
検
九
狐
弐
扮
歩

　
下
六
畑
　
壱
反
六
歩

但
壱
石
弐
斗
代

但
壱
石
代

但
九
斗
代

但
壱
石
四
斗
代

但
壱
石
三
斗
代

但
壱
石
壱
斗
代

但
九
斗
代

、
　
、
　
。
吋
　
，

八
八
（
二
三
〇
）

●

　
此
分
米
八
斗
壱
升
六
合
　
　
。
　
　
　
　
　
　
　
但
八
斗
代

古
検
な
し
但
新
開

藪
畑
　
九
反
九
畝
歩

　
此
分
米
四
石
九
斗
七
升
五
合
　
　
　
　
　
　
　
　
但
五
斗
代

古
検
八
反
七
畝
拾
九
歩

屋
舗
　
九
反
三
畝
歩

　
　
　
内
九
歩
御
蔵
屋
舗

　
此
分
米
拾
三
石
弐
升
　
　
　
　
　
　
　
　
．
但
壱
石
四
斗
代

　
　
　
内
　
四
升
弐
合
　
無
古
検

　
　
　
外
六
歩
　
四
壁
之
分
除
之

反
合
弐
拾
四
町
五
反
九
畝
弐
拾
壱
歩

　
　
内

古
検
ノ
弐
拾
弐
町
七
反
八
歩
　
内
九
反
毫
畝
歩
永
荒
、
井
手
、

弐
拾
壱
町
七
、
反
九
秋
八
歩

壱
町
八
反
拾
九
歩

九
歩

九
反
九
畝
拾
五
歩

道
成
堤
敷

委
細
帳
末
在
之

　
古
検
有
畝
歩

　
竿
先
咄
目

　
古
検
無
之
分

　
新
薮
閑



分
米
合
三
百
弐
拾
三
石
弐
斗
三
升
壱
合

　
　
内
　
四
升
二
合
御
蔵
屋
敷
但
御
蔵
然
之
内
ハ
御
年
貢
除
之

　
　
内

古
検
高
三
百
拾
壱
石
三
斗
七
升
五
合
内
拾
五
石
五
斗
弐
升
三
合

　
　
　
　
　
　
永
荒
井
手
、
道
成
堤
敷
、
無
地
委
細
帳
未
在
之

　
弐
百
九
拾
五
石
八
斗
五
升
弐
含
　
　
　
　
　
古
検
之
面
然
高

　
弐
拾
弐
石
三
斗
六
升
弐
合
　
　
　
　
　
　
竿
先
出
目

　
四
升
弐
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
検
無
之
分

　
四
石
九
斗
七
升
五
合
　
　
　
　
　
薪
藪
用

有
者
山
城
国
乙
訓
郡
神
足
村
検
地
依
被
仰
付
候
六
尺
間
竿
を
以

壱
反
三
百
歩
也
町
反
畝
歩
員
数
斗
代
高
下
分
最
委
細
書
記
帳
面

杣
極
置
者
也

　
　
延
実
七
紀
六
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
主
殿
頭
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
検
地
惣
奉
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
　
川
　
伊
　
織
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
検
地
本
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伴
九
郎
左
衛
門
Ｏ

　
　
近
世
に
。
お
け
る
山
域
農
民
の
経
済
生
活
（
足
立
）

同
加
藤
善
太
夫
○

検
地
奉
行

加
藤
歩
兵
衛
○

同　
豊
泉
庄
太
夫
○

神
足
庁
屋

　
伝
　
　
兵

同
村
案
内
之
者

　
平
　
　
兵

同

次
左
衛

同
　
忠
　
　
兵

衛
○

衛
○

門
○

衛
○

以
上
の
如
く
延
宝
七
細
六
月
に
検
地
が
あ
り
、
竿
先
出
目
壱
町

八
反
拾
九
歩
、
二
拾
弐
石
三
斗
六
升
弐
合
に
上
り
、
棉
当
厳
重

な
検
地
で
あ
っ
た
事
が
伺
わ
れ
る
。
か
く
し
て
検
地
帳
に
記
載

さ
れ
た
所
謂
帳
付
百
姓
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
員
数
は
寺
（
池
之

坊
．
徳
膀
寺
）
座
（
犬
首
座
、
長
岡
座
）
を
除
い
て
七
十
二
名

で
あ
る
、
＞
、
Ｏ
う
ち
最
大
地
キ
は
百
姓
彦
有
衛
門
で
あ
っ
て
、

田
畑
屋
舗
藪
畑
地
合
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
（
二
ご
二
）

　
　
一
　
　
　
じ

〃



４

　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
一
巻
・
第
二
号
）

三
町
四
反
八
畝
二
拾
四
歩

　
此
分
米
三
拾
九
石
九
斗
八
升
一
合

で
あ
る
。
多
く
の
円
地
を
小
作
に
出
し
て
い
た
事
は
確
か
で
あ

る
。
最
少
の
地
キ
は
百
姓
庄
次
郎
、
同
叉
七
、
同
甚
有
衡
門
の

三
名
で
僅
か
二
拾
四
歩
で
あ
る
。
今
全
村
民
の
所
有
地
を
統
計

す
る
と
次
の
如
く
な
る
。

一
数
一
人

１

ｌ
Ｉ

’
　
　
１
　
１

；
１
　
　
　
■
　
ｉ
ｌ
ｌ
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
１
　
　
１
１
　
　
一
　
１
１
１
■
　
　
　
：
１
÷

山
　
’
人
一

’

－

人

’

人

人
ズ
一
人

人

■

－

－

■

人

２
４

■
一
　
９

３

７

４
　
一
　
６
　
－

　
　
皿
一
－
　
一

川

　
　
‘
一
　
　
　
一

２
７

凹

’

’

一
　
　
　
．

，
　
ｉ

，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
，
ｉ

；
１
－
一

　
１
　
■
地
さ
一

■

叩
上
滴

上
満
一

上
満
工
久

　
’
上
湖
一

計
．

有
広

以
未

鮮
駄
一
箏
鍬
、

以
未
一

反
反

町
町
一

一
所
の
一

１

↓

１
３

一３
５

■
７

一
７
１
一
１
３
３
４
．
　
一

合

’

－

－

■

１

有
の
如
き
状
態
に
し
て
一
反
以
下
の
農
民
は
四
十
二
人
も
あ
り
、

し
か
も
そ
の
内
訳
を
示
せ
ば
次
の
如
き
零
細
農
民
で
あ
る
。

姓百の
訳

未
内

反一

数
一
人

人
一
・

人９

＼

＾
ノ

７

人
　
　
人

５
　
　
　
　
２

人
６
．

ソ
＾

■
＼

メ畝－１

人８

人
４
２

直け
布
－

所
■

－
処
鮎
兀
竺
鮎
一

、
畝
畝
一
畝
畝
一
畝
畝

１
２
　
　
２
３
一
３
４

鰍
上
五
上
外

以
未
．
以
未
、
計

畝
畝
畝
段

５
７
　
　
７
１
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇
（
二
三
二
）

今
七
反
以
下
の
百
姓
を
農
家
と
し
て
生
計
の
立
た
ざ
る
も
の
と

考
え
る
と
す
る
た
ら
ば
帳
付
百
姓
の
八
十
五
％
が
之
に
あ
た
り
、

水
呑
同
様
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
六
十
％
に
も
及
ぶ
状
態
で
あ

る
。
而
も
州
に
さ
え
米
納
の
貢
租
を
賦
課
し
て
い
る
こ
と
は
、

農
民
を
米
の
版
売
者
た
ら
し
め
な
い
だ
け
で
な
く
、
米
作
強
制

政
策
が
如
何
に
苛
酷
で
あ
っ
た
か
が
知
ら
れ
る
。
か
く
て
こ
れ

等
の
小
家
族
・
小
経
営
面
核
、
労
働
集
約
的
農
業
の
農
氏
達
は

必
然
的
に
小
作
人
に
な
る
か
、
職
人
に
な
る
か
、
人
足
と
し
て

豪
商
、
豪
農
に
隷
属
す
る
か
、
交
換
経
済
に
入
り
込
む
か
の
何

れ
か
に
沽
賂
を
見
”
さ
ざ
ろ
を
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
小
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俳
四

人
の
例
と
し
て
同
村
の
豪
炎
淋
崖
家
ｏ
万
延
元
年
の
農
質
日
録

に
記
さ
れ
た
小
作
年
貢
帳
を
見
る
に
、
近
郷
の
小
作
人
は
四
十

八
人
に
も
及
び
、
小
作
年
貢
米
も
百
二
拾
不
八
升
に
も
上
る
。

従
っ
て
汕
商
を
営
む
外
に
米
穀
の
売
賞
も
行
っ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
同
農
賢
日
録
の
米
穀
売
貰
を
見
る
に

　
　
　
　
米
穀
売
貰
（
原
文
い
ま
ま
）

越
年
物
征
高

一
米
百
拾
石
八
斗
（
百
拾
壱
不
三
斗
の
誤
り
か
）



　
　
内

一
上
米
七
拾
六
石
八
斗

　
　
　
　
内
　
二
石
　
奥
海
印
寺
米

　
　
　
　
　
　
拾
二
石
　
調
子
米

　
中
米
　
五
石

　
下
米
弐
拾
石
五
斗

　
一
印
米
拾
弐
石

一
親
作
米
　
　
七
石

一
古
米
六
石

　
ノ
百
廿
四
石
三
斗

一
白
米
四
石

一
も
ち
三
石

一
糖
麦
壱
石

一
菜
子
五
拾
八
石
五
斗

一
糟
四
百
弐
玉

一
御
蔵
米

と
あ
り
、
売
却
米
と
思
わ
れ
る
の
は
次
の
通
り
で
あ
る

米
の
一
部
を
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
）

　
　
近
惟
に
．
抽
け
る
山
域
農
民
の
経
済
生
活
（
足
立
）

（
売
却

二
片
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古

一
、
下
米
五
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久

　
　
　
　
代
四
百
九
拾
九
分

　
　
　
　
金
六
両
弐
分
弐
朱

　
　
　
　
　
代
四
百
九
拾
弐
分
四
厘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村

　
　
　
　
　
ノ
弐
分
七
厘
六
毛
不
足

一
、
粉
米
五
斗

　
　
代
金
壱
分
壱
朱
　
取

一
、
同
壱
石

　
　
代
壱
分
弐
朱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伏
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で

　
　
ゼ
ニ
弐
質
五
百
文
受
取

二
月
九
Ｒ

一
、
下
米
拾
五
石

　
　
代
売
〆
五
百
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
ヤ
ぶ

　
　
金
拾
六
両
　
代
壱
ノ
弐
百
六
分
五
厘
　
　
　
当

　
　
ノ
弐
百
九
十
三
分
六
厘
不
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
（
二
三
．
三
）

ｏ

兵

衛

長
蔵

某藤



，
ノ
一
，
二
．
　
　
べ
，
．

、
．
・

　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
一
巻
ん
第
二
号
）

三
月
十
四
日

一
御
蔵
下
米
　
三
石
五
斗

　
　
　
代
四
百
六
貫

　
　
　
金
五
両
壱
分
壱
朱
．

　
　
　
　
代
四
百
八
○

　
　
　
内
壱
分
七
厘
四
毛
米
欠
け

　
　
ノ
三
分
七
厘
四
毛

　
　
　
　
　
　
　
　
苦
に
　
三
百
四
拾
文
渡

廿
二
日

一
、
同
三
石
五
斗

　
　
代
金
五
両
二
分
二
朱

四
月
廿
日

一
、
米
拾
五
石

　
　
代
金
廿
五
両

　
　
　
入
拾
九
両
三
分
　
四
月
廿
日

　
　
　
入
五
ｎ
　
壱
分
　
五
月
朔
日

こ
れ
に
よ
っ
て
如
何
に
神
足
村
の
一
地
主

同

古
川　

彦
古
川

　
彦

兵

人衛

兵
衡

（
一
方
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
（
二
三
四
）

搾
油
業
を
営
む
）
が
土
地
を
集
中
し
、
同
時
に
小
作
人
の
生
産

力
の
向
上
分
を
小
作
料
と
し
て
収
奪
し
て
い
た
か
、
ユ
、
し
て
直

接
生
産
者
た
る
貧
農
達
が
経
済
的
・
身
分
的
に
地
主
で
あ
る
上

層
階
級
に
隷
属
し
、
寄
生
地
主
の
発
達
を
う
な
が
し
て
い
た
か

を
知
り
得
よ
う
。
殊
に
小
作
人
の
中
に
、
記
載
せ
ら
れ
て
い

る
「
調
子
家
」
は
調
子
筑
後
守
の
家
で
あ
る
こ
と
か
ら
武
士
階
級

も
亦
か
か
る
豪
農
の
小
作
人
と
し
て
経
済
的
に
被
支
配
の
地
位

に
没
落
し
、
こ
れ
が
や
が
て
身
分
制
度
の
崩
壊
と
な
り
、
更
に

徳
川
封
建
制
を
土
育
か
ら
ゆ
さ
ぶ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
一

方
に
お
け
る
豪
農
に
よ
る
土
地
の
集
中
独
占
は
そ
の
反
面
に
土

地
な
き
百
姓
を
生
む
縞
果
と
な
っ
た
。
幕
府
の
正
租
が
五
公
五

民
で
決
し
て
軽
い
負
担
で
な
い
の
に
小
作
年
貢
の
上
に
六
公
四

民
或
は
七
公
三
民
等
と
更
に
重
い
年
貢
に
縛
ら
れ
て
い
た
小
作

百
姓
が
如
何
に
貧
苦
の
生
活
を
送
っ
て
い
た
か
が
想
像
さ
れ
る
。

　
此
の
外
、
村
に
は
助
郷
人
足
の
割
付
が
あ
り
、
こ
の
負
担
も

果
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
○
功
郷
人
足
負
担
〇
一
例
１
と
し

て
農
賢
日
録
に
は
、
　
（
原
文
ｏ
ま
ま
）

正
月
十
八
日



　
紀
州
水
野
丹
後
守
通
行

一
、
京
行
七
人

三
月
一
日

小
津
か
ひ
銭

　
弐
百
三
拾
弐
文

■

〇
三
郎
右
衛
門

〇
四
郎
右
衛
門

○
次
郎
右
衛
門

○
善
左
衛
門

○
惣
三
郎

○
半
左
衛
門

○
源
左
衛
門

一
月
柑
一
日
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
雲
州
様
御
通
行

一
、
伏
水
行
　
三
人
　
　
　
　
　
　
○
善
左
衛
門

二
月
一
Ｒ

　
　
　
六
升
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
四
郎
右
衛
門

　
　
せ
に
七
拾
弐
文
被
　
　
　
　
　
　
〇
六
郎
有
衛
門

　
と
あ
り
、
助
郷
人
足
は
農
村
に
と
っ
て
重
い
負
担
で
あ
っ
た
。

　
　
近
世
に
拍
け
る
山
城
農
民
の
経
済
生
活
（
足
立
）

小
遣
銭
わ
ら
じ
銭
と
し
て
「
ぜ
に
」
飯
代
と
し
て
「
米
」
が
給
与

さ
れ
ユ
ー
こ
の
，
て
あ
る
が
、
ン
、
れ
は
す
べ
て
村
の
農
民
の
共
同
負
担

で
あ
っ
少
／
こ
。
こ
の
助
郷
負
担
は
農
氏
を
苦
し
め
た
一
つ
で
も
あ

っ
た
が
反
面
水
呑
同
様
の
無
高
に
近
い
百
姓
達
に
と
っ
て
は
助

郷
人
足
に
な
っ
て
、
小
遺
い
銭
と
米
を
給
与
さ
れ
る
こ
と
が
重

要
な
収
入
の
道
と
な
り
、
こ
れ
が
や
が
て
村
内
に
奴
隷
的
或
は

人
足
化
し
た
農
氏
階
級
を
形
成
す
る
過
程
と
も
な
る
の
で
あ
る
。

　
荷
神
足
村
は
西
国
街
道
に
沿
っ
て
旅
人
の
通
行
が
多
か
っ
た

の
で
街
道
沿
い
の
農
家
で
は
沓
、
草
轄
商
等
小
商
い
に
よ
る
農

閑
余
業
に
よ
っ
て
生
計
を
立
て
る
半
農
半
商
が
多
か
っ
た
。
畳

師
、
屋
根
師
、
大
工
、
石
工
、
左
官
、
髪
結
等
の
半
農
半
職
人

が
多
い
が
当
時
の
無
高
に
等
し
い
奮
農
の
多
く
は
、
こ
の
よ
う

な
職
業
に
従
事
し
て
苦
し
い
経
済
生
活
を
し
て
い
た
で
あ
ろ
う

と
想
像
さ
れ
る
。
　
（
原
文
の
ま
ま
）

　
農
賢
日
録
に
よ
る
と

　
　
　
傭
　
人

正
月
六
日

九
三
（
二
三
五
）



●

　
　
立
命
鉗
経
済
学
（
第
一
巻
・
第
二
号
）

一
米
な
ほ
し
　
　
　
　
○
八
郎
左
衛
門

　
　
　
　
三
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
清
　
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
庄
兵
衛

正
月一

十
二
、
十
三
、
十
七
Ｒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
在
所

　
大
工
　
四
人
　
　
　
権
吉

正
月一

十
七
、
十
八
、
廿
一
巨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
在
所

　
畳
師
弐
人
半
　
　
　
政
平

正
月
廿
七
日
、
廿
八
日
、
廿
九
日

　
泥
水
通
　
三
人
　
　
　
喜
兵
衛

二
月
十
三
目
　
　
　
　
　
在
所

　
大
工
　
壱
人
　
　
　
　
権
吉

一
淋
荷
拾
人
　
　
　
　
　
九
郎
左
衛

と
あ
り
叉
乙
訓
郡
古
市
村
の
古
文
書
の
中
に
も
神
足
村
の
大
工

を
雇
っ
た
記
事
が
あ
■
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四
（
二
三
六
）

二
、
安
政
二
卯
二
月
薬
師
堂
破
損
二
付
修
覆
屋
根
葺
替
仕
候

此
儀
何
方
へ
も
不
届
出
候
入
用
之
段
、
村
方
に
傾
母
子
取
結
仕

候
則
大
工
神
足
与
次
郎
な
り
勘
定
帳
彌
有
衛
方
に
有
之
候
」

二
、
安
政
五
年
已
五
月
若
宮
様
鳥
屠
破
損
仕
候
ゆ
へ
建
替
仕

候
此
儀
も
何
方
へ
も
不
届
出
仕
候
入
用
銀
の
儀
村
方
勧
化

を
以
仕
候
　
大
工
神
足
四
郎
左
衛
門
也
　
勘
定
帳
彌
右
衛
門
方

有
之
候
」

　
以
上
の
記
録
に
よ
っ
て
柳
足
村
農
民
は
西
国
街
道
に
両
し
て

地
理
的
条
件
に
割
合
に
恵
ま
れ
た
半
職
人
的
農
民
、
半
傭
人
的

農
氏
．
の
性
格
を
帯
び
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
農
艮
は
余
暇

を
利
用
を
し
て
商
人
に
な
り
、
或
は
職
人
と
な
り
、
若
し
く
は

傭
人
と
な
っ
て
そ
の
生
計
の
維
持
を
図
っ
た
し
叉
図
ら
ざ
る
を

得
な
っ
た
。

嘗
豪
商
の
出
現
と
商
業
資
本
支
配

　
凡
そ
無
高
農
民
に
等
し
い
と
考
え
ら
れ
る
零
農
や
、
次
努
以

下
の
水
呑
百
姓
達
が
郷
土
に
留
っ
て
一
定
○
限
ら
れ
た
地
上
で

生
活
を
維
持
し
て
行
く
た
め
に
は
、
前
述
し
た
よ
う
な
「
農
閑

商
い
」
と
か
－
職
人
波
世
」
等
の
外
に
は
ン
、
の
郷
村
に
お
け
る
大



地
主
で
あ
る
豪
農
に
隷
属
し
て
小
作
人
、
倣
人
と
な
る
か
、
或

は
叉
豪
商
に
隷
属
し
て
商
業
的
生
産
を
行
う
か
又
は
そ
の
奉
公

人
と
な
っ
て
生
計
を
立
て
る
よ
り
外
に
方
法
が
な
い
。
即
ち
純

粋
農
業
生
産
の
み
で
独
立
出
来
な
い
農
民
達
は
豪
農
・
豪
商
の

下
に
隷
属
し
て
被
支
配
、
被
搾
取
の
対
象
と
な
り
、
商
業
資
木

の
餌
食
と
な
り
、
益
戊
零
細
化
し
な
が
ら
そ
の
露
命
を
つ
な
い

で
い
く
の
で
あ
る
。
今
こ
の
関
係
を
神
足
村
に
お
い
て
発
見
す

る
の
で
あ
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
一
年
中
多
く
の
傭
人
が
、

搾
油
業
者
で
あ
り
、
村
き
っ
て
の
大
地
主
で
あ
る
。
「
湖
屋
」
に

よ
っ
て
使
用
せ
ら
れ
、
多
く
の
貧
農
が
そ
の
奉
公
人
或
は
小
作

人
、
人
足
と
し
て
隷
属
渡
世
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
更
に
近
郷

の
農
民
も
叉
そ
の
商
業
資
本
に
支
配
さ
れ
て
商
業
的
農
業
生
産

に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
「
農
賢
日
録
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
先
ず
近
郷
近
在
の
百
姓
か
ら
生
活
物
資
の
買
附
が
行
わ
れ
て

い
る
。

　
　
当
座
買
物

正
月
廿
二
日
　
　
　
　
　
村

一
く
ぬ
ぎ
枝
柴
　
廿
弐
荷
　
　
義
左
衛
門

　
　
近
世
に
拍
け
る
山
域
農
民
の
経
済
生
活
（
足
立
）

　
　
　
代
ぜ
に
　
三
ノ
五
百
文

一
割
り
木
　
弐
拾
駄
　
　
　
　
　
久
左
衛
門

　
　
代
百

　
　
　
金
壱
両
壱
分

　
　
　
　
苦
に
　
三
百
四
拾
壱
文

一
、
同
三
駄
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
人

　
　
　
代
拾
五
貫

　
　
　
　
内
汕
一
升

　
　
　
　
　
ぜ
に
　
三
百
文

一
、
麦
壱
石
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
兵
　
衡

　
　
四
百
参
賞

　
　
金
壱
両
弐
分
二
朱

　
　
　
　
　
ぜ
に
　
弐
百
五
拾
五
文
波
し

　
等
と
あ
り
柴
と
か
、
わ
り
木
等
を
淋
屋
が
村
の
農
民
か
ら
買

附
け
て
い
る
つ
叉
汕
仕
事
に
年
中
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
も
杣

当
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
「
農
賢
日
録
」
　
（
原
文
の
ま
ま
）

　
未
九
月
十
一
日
よ
り
四
月
勅
迄

　
　
　
　
「
油
仕
事
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
（
二
三
七
）

■



／
．

１
　
、

立
命
館
経
済
学
（
第
一
巻
・
第
二
号
）

一
、
七
上
　
四
十
六
日

一
、
六
上
　
三
十
三
日

一
、
四
上
　
五
十
六
日

　
ノ
十
一
分
六
ト
七
厘

　
　
　
　
金
弐
朱

　
　
　
　
　
ぜ
に
　
百
六
拾
壱
文

四
月
廿
日

十
月
十
五
日

一
、
ぜ
に
五
百
文

　
　
代
五
分
六
ト

　
正
月
十
二
Ｒ
よ
り

一
、
六
上
　
八
十
三
日

一
、
四
上
　
十
六
日

　
　
ノ
九
分
壱
ト
六
厘

　
　
　
ぜ
に
　
三
百
廿
二
文

　
　
　
十
一
月
廿
四
日

　
卯
十
二
月
上

一
、
銀
弐
百
拾
七
分
三
ト
七
厘

四
分
八
卜
九
厘

三
分
三
卜

三
分
四
卜
八
厘

長
次
郎

庄
五
郎
渡

八
分
壱
卜

壱
分
六
一
厘山浅

松
波吉

長
次
郎

九
六
（
三
二
八
）

未
十
二
月

一
、
三
両

　
　
代
弐
百
十
六
卜
三
厘
■

　
　
　
四
百
拾
八
分
五
卜
四
厘
　
　
　
仕
事
賃

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
多
数
の
日
傭
人
足
が
搾
油
業
に
使
用
せ
ら

れ
・
賃
労
働
に
よ
る
渡
世
者
、
製
湘
工
の
如
き
通
年
雇
傭
の
も

の
も
多
数
見
う
け
ら
れ
る
。
こ
と
に
、
長
次
郎
、
与
兵
衛
の
如

き
は
こ
れ
等
製
油
工
の
棟
梁
と
し
て
、
労
賃
の
分
配
を
行
い
多

額
の
金
銭
の
受
授
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
。

　
更
に
こ
の
搾
油
莱
を
中
心
と
し
て
商
業
的
農
業
生
産
が
行
わ

れ
た
。
即
ち
商
品
し
て
の
菜
種
の
栽
培
で
三
里
四
里
も
隔
っ
た

農
民
の
売
り
込
み
も
見
え
、
当
時
の
農
民
の
経
済
生
活
に
裏
作

収
入
の
商
品
生
産
と
し
て
重
要
な
も
の
の
一
つ
で
あ
っ
た
に
柵

違
な
い
。
　
「
農
賢
日
録
」
に
は
池
屋
を
中
心
と
す
る
数
ケ
村
の

農
民
よ
り
賞
附
け
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
菜
種
貨
附

正
月
七
日
　
　
　
下
海
、
源
、
共
、
　
（
下
海
印
寺
村
の
源
兵
衛
）

　
一
、
壱
石
弐
斗
　
　
　
　
久
有
衛
門
（
促
用
人
）

■



　
　
　
　
壱
斗
九
升
弐
合
一
竺
箒
榊
陥
一

正
月
十
八
日
　
　
　
　
村
清
吉

　
一
、
八
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
右
衛
門

　
　
　
　
壱
斗
四
升
壱
合
　
　
　
与
兵
衛

　
正
月
十
九
日
　
　
　
　
下
海
　
　
新
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
長
左
衛
門

一
壱
石
弐
斗

　
　
弐
斗
五
合

　
正
月
二
十
日
　
　
　
　
下
海
　
　
新
左
衛
門

一
壱
石
弐
斗

　
　
弐
斗
五
合

　
の
如
く
大
最
の
取
引
が
行
わ
れ
、
原
料
の
購
入
と
種
淋
の
販

売
が
物
六
交
換
の
形
で
行
わ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
れ
ば
叉
次
の

如
く
、
原
料
貰
附
が
盛
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　
　
菜
種
人
蔵
納

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
く
（
海
印
寺
村
）

一
、
十
四
か
ま
す
　
　
竹
藤

一
、
五
か
ま
す
　
　
友
八

　
　
近
世
に
お
け
る
山
域
農
民
の
経
済
生
活
（
足
立
）

一
、
壱
か
ま
す
　
　
　
武
兵
衛

一
、
六
か
吋
す
　
　
　
　
　
久
左
衛
門

其
の
他
水
稲
苫
の
大
量
買
附
と
販
売
が
行
わ
れ
た
り
、
下
肥
の

購
入
も
行
わ
れ
て
い
る
。

五
月
廿
六
Ｒ
　
　
　
　
　
　
．
宿
院

　
一
苗
　
弐
百
拾
九
把
　
　
　
　
　
六
左
衛
門

　
　
内
六
拾
把
　
　
　
　
　
涛
左
衡

　
　
　
五
拾
把
　
　
　
　
　
　
　
　
善
兵
衡

　
　
　
百
九
把
　
　
　
　
　
　
　
涛
　
　
六

　
代
金
　
三
分
弐
朱

　
　
　
　
ぜ
に
　
六
百
文

六
月
八
日

一
苛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
左
衛
門

　
　
廿
三
把
　
　
　
　
　
　
　
四
郎
．
左
衡
門

　
　
　
七
把
　
　
　
　
　
　
勘
左
衛
門

四
拾
五
把
　
　
　
　
　
　
淋
　
　
六

　
　
五
拾
把
　
　
　
　
　
　
寺
分
源
介

　
　
代
金
弐
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
（
二
三
九
）



●

立
命
館
経
済
学
（
第
一
巻
・
第
二
号
）

五
月
廿
九
日
　
一
坪
芯
代

一
金
壱
分
弐
朱

六
月
二
日

一
も
み
五
斗

　
　
代
金
　
弐
分
三
衛

　
　
　
　
こ
や
し
買
付

古
（
古
市
村
）

　
　
　
久
　
　
　
助

　
　
　
構
原
木
屋

　
　
　
仁
左
衛
門

正
月
十
三
日

一
弐
荷
　
　
　
　
　
　
　
　
長
右
衡
門

正
月
十
三
円

一
弐
荷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

正
月
什
五
□

一
五
荷
　
　
　
　
　
　
　
　
五
左
衡
門

二
二
荷
　
　
　
　
　
　
　
　
長
左
衛
門

こ
こ
に
、
こ
ヤ
し
（
下
肥
）
Ｏ
版
允
考
た
る
百
姓
ｋ
右
術
門
、
沽

六
、
五
左
侮
門
咋
は
恐
ら
く
下
肥
を
白
家
消
娩
す
る
に
も
桝
地

を
も
た
な
い
劣
細
畏
民
で
あ
っ
た
か
ら
当
．
時
の
農
＊
に
と
っ
て

必
需
＾
と
も
杉
え
し
れ
る
肚
料
を
汕
崖
は
父
』
鮒
人
を
仮
川
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八
（
二
四
〇
）

て
、
収
集
さ
れ
た
広
人
な
円
畑
を
小
作
に
出
す
の
み
で
な
く
白

ら
も
耕
作
し
た
こ
と
が
こ
れ
に
よ
っ
て
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

三
、
む

す
　
び

　
私
は
近
世
に
お
け
る
山
城
農
氏
の
経
済
生
活
を
明
ら
か
に
す

る
手
が
か
り
と
し
て
一
先
ず
京
都
市
よ
り
約
二
十
数
粁
の
距
離

に
あ
る
西
国
街
道
沿
い
の
乙
訓
郡
仲
足
村
農
民
の
経
済
生
活
を

探
究
し
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
街
道
沿
い
の
村
で

は
都
市
的
生
活
の
浸
透
を
契
機
と
し
て
半
農
半
商
的
．
半
農
半

職
人
的
性
格
の
農
村
と
農
民
を
形
成
し
て
お
り
、
然
も
そ
こ
に

経
営
さ
れ
て
い
る
農
業
生
産
も
亦
商
莱
的
生
産
で
あ
り
、
深
く

交
拠
維
済
に
人
り
込
ん
で
い
た
こ
と
が
考
察
せ
ら
れ
る
。
地
主
．

で
あ
り
、
搾
汕
莱
者
で
あ
り
、
村
役
人
と
し
て
の
権
力
を
も
っ

た
洲
崖
は
、
そ
Ｏ
川
閉
微
ケ
村
Ｏ
零
細
炎
民
芋
一
、
Ｏ
商
業
資

木
ｏ
下
に
隷
属
せ
し
め
て
、
小
作
米
ｏ
収
納
版
売
、
商
、
…
的
災

派
物
ｏ
貰
附
と
加
工
販
ホ
に
よ
っ
て
莫
人
た
利
潤
を
あ
げ
、
吏

に
父
搾
汕
茉
考
と
し
て
ｏ
前
貸
が
上
地
茱
中
の
契
機
と
な
り
、

遂
に
抜
く
べ
か
ら
ざ
ろ
勢
力
を
も
つ
に
季
っ
た
。
こ
ｏ
前
貸
に



つ
い
て
は
、
年
末
に
金
を
貨
し
つ
け
、
そ
の
担
保
に
土
地
を
入

れ
さ
せ
Ｊ
１
こ
の
で
あ
る
が
、
菜
種
の
収
穫
期
に
よ
く
起
る
桂
川
の

水
害
の
た
め
に
、
支
払
い
が
不
能
と
な
っ
た
農
民
の
土
地
が
搾

油
茉
者
○
手
に
集
中
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の

こ
と
の
事
実
は
、
幕
末
に
神
足
村
耕
地
の
殆
ん
ど
全
部
が
大
庄

屋
た
る
岡
木
家
一
族
（
搾
油
業
・
質
屋
・
米
屋
を
経
営
し
て
い

た
）
の
手
に
所
有
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
証
明

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

●

　
か
く
て
半
農
半
商
半
職
人
的
な
仲
足
村
農
民
は
地
主
及
搾
汕

商
人
た
る
富
豪
岡
木
宗
に
隷
属
し
て
、
小
作
人
と
し
て
、
或
は

奉
公
人
と
し
て
、
或
は
叉
搾
汕
業
考
に
対
す
る
商
品
的
菜
種
の

栽
培
考
と
し
て
一
１
、
の
経
済
生
沽
を
送
っ
て
い
た
と
い
っ
て
過
一
、
、
い

で
は
な
い
と
思
う
。

　
従
っ
て
又
こ
ｏ
関
係
が
ヤ
が
て
村
内
に
お
け
る
身
分
関
係
を

規
定
ず
け
、
非
廿
に
倣
胴
な
ら
し
め
る
わ
け
で
、
今
日
倫
残
る

仰
足
村
ｏ
封
姓
的
身
介
関
係
の
思
想
は
こ
こ
に
淵
源
す
る
も
ｏ

で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
近
世
に
拍
け
る
山
域
農
民
の
経
済
生
活
（
足
立
）

註
一
　
岩
城
家
は
硯
在
乙
訓
部
長
岡
町
古
市
村
の
豪
農
に
し
て
現
戸
主

　
　
　
彌
一
郎
氏
は
元
新
神
足
村
の
村
長
に
し
て
村
政
に
尽
力
し
名
村

　
　
　
長
と
し
て
令
名
を
う
た
わ
れ
て
い
る
。
家
は
山
崎
合
戦
に
有
名

　
　
　
な
勝
龍
寺
城
士
岩
城
某
の
古
市
郷
に
帰
農
せ
る
根
生
百
姓
で
あ

　
　
　
る
、
代
々
彌
右
衛
門
の
通
称
に
て
庄
屋
、
年
寄
等
の
村
役
人
を

　
　
　
つ
と
め
て
明
治
に
至
る
一
、

誌
二
．
三
・
四
　
岡
本
家
で
あ
り
、
岡
本
家
に
ー
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
岡
本
家
は
農
地
改
革
以
前
ま
で
は
神
足
村
第
一
の
大
地
主
に
１
し

　
　
　
て
広
大
な
る
刷
畑
を
所
有
し
て
い
た
。
約
三
〇
〇
年
以
前
に
分

　
　
　
家
し
一
家
は
搾
油
業
を
管
み
、
　
「
油
屋
」
と
呼
ば
れ
る
豪
商
と

　
　
　
な
る
。
一
家
は
質
屋
及
び
薬
屋
を
営
み
共
に
ー
近
郷
村
民
の
経
済

　
　
　
の
中
心
と
な
り
今
Ｈ
に
至
る
。
大
圧
屋
、
庄
屋
、
元
村
長
と
し

　
　
　
て
代
々
村
役
人
と
な
り
、
村
民
よ
り
尊
敬
さ
れ
て
い
る
。

九
九
（
二
四
一
）


